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経済活動が生物多様性に依存しているとの認識が進み、都市緑地の新たな価値として

生物多様性の保全機能が注目されている。緑地で生物多様性を保全するためには、地域ご
とに異なる在来植物を使った緑化が求められる。一方で、市場に流通する在来植物は少な
く、在来植物の供給種数の拡大が課題となっている。「地域性種苗」は、地域の遺伝子を
持つ緑化植物であり、緑化計画地ごとに近隣から種子を採取して生産されるため、生物多
様性の保全に加えて、市場に流通しない在来植物を供給できる利点がある。 
本稿では、地域の在来植物の安定供給を目的に、地域性種苗の供給実態調査した結果、

①地域性種苗によって市場に流通しない在来植物が少なくとも 350 種以上供給されてい
ること、②地域性種苗の安定供給には、北方と南方の地域性種苗生産の安定化が課題であ
り、隣接する地域での地域性種苗生産によって供給の安定化が期待できることが明らか
となった。 
 


